
さらなる地方創生の取組みについて～子育てや福祉といった切り口から～ 

平成 27年 12月 18日 

ＮＰＯ法人わははネット 中橋恵美子 

１ 子育て家庭の移動手段について 

○ （妊婦・乳幼児・学齢期の児童等）子どもの移動手段をいかに確保するかが課題

※交通インフラが整っていない地方部特に山間部等

（例）出産前の参院への移動、保育園・学童保育への送迎、塾への送迎、祖父母宅への送迎等

▼現状：ファミリー・サポート・センターの利用

ファミサポ（地域の預かりあい）の不確かな責任の所在の中での移動に頼らざるを得ない状況 

香川県高松市（たかまつファミリー・サポート・センター）での事例 

※2015 年 11 月（一か月の利用状況から） 

総預かり件数 662件  そのうち移動を伴う預かり件数 289件（44％） 

  そのうち送迎のみの件数 253件（38％） 

   ▼子育て支援のタクシーの現状（別添 リーフレット） 

  （一社）全国子育てタクシー協会の事例 

 ２９都道府県・１３４社加盟 １７８０名の登録ドライバー（2015．12.15現在） 

 月間 3000件利用 都市部のタクシー会社の利用状況 

 親子での利用 約 80％ 子どもだけの利用約 15％ その他（妊婦・夜間） 

   地方部のタクシー会社の利用状況 

   親子での利用 約 15％ 子どもだけの利用約 80％ その他（妊婦・夜間） 

  （補足）女性ドライバー雇用促進につながっている（女性活躍の効果も期待できる） 

   ※国の制度の壁（料金設定を自由にできない） 

→子育て家庭の安心・安全（そして使いやすい価格）での移動手段の確保の検討を是非省庁を超え

てご検討いただきたい。既存インフラのタクシーを利用するのであれば規制緩和も検討いただきた

い。（当日の乗り合い、定期 こども価格の設定等） 

２ 子育てエキスパートの育成について 

○ 妊娠期～子育て期まで切れ目なくサポートすることのできる人材の育成

→妊娠期～子育て～地域連携のエキスパートを育成するための新たな資格を検討してはどうか

○ さらに、多岐にわたる地域の課題をコーディネートできる人材の育成も大切

（例）認知症カフェ＋子育てサロン（松山市） 

→分野を超えた融合的な取組みによって１＋１をはるかに上回る効果！ 

○ 子育てや福祉の現場で活躍する方の雇用環境の充実（十分な給与の保証等）

  ＜妊娠・出産から子育て期の切れ目ない支援は既存の保健師・助産師だけでなく NPO等が十分活躍する

場であるが雇用環境の整備が追い付いていない。＞ 
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３ ワーク・ライフ・バランスの推進について（57頁） 

○ 香川県内には素晴らしい取組みにより女性が働きやすい職場づくりをしている中小企業が多数

○ 子ども数そのものと直接リンクしないワーク・ライフ・バランス指標よりも

「企業子宝率」（渥美由喜氏提唱）を有効活用すべき。（別添資料） 

企業子宝率が高い企業は、有休や育休の取得率といった指標も良好 

○ 制度の充実とともに制度を使いやすい職場風土の醸成
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別添資料「企業子宝率について」

㈱東レ経営研究所 ダイバーシティ＆ワークライフバランス研究部長 渥美由喜氏提案の

「企業子宝率」算出方法（渥美氏提供）

１人の女性が生涯に産む子どもの数を推計する「合計特殊出生率」の計算方法を参考に、従業員の年齢

５歳刻みで子どもを持つ割合を合計する。 

（１）合計特殊出生率の計算方法に合わせ、５歳年齢区分で回答

①従業員（男女問わず）の人数と年齢

②従業員がもつ子どもの人数とそれぞれの年齢

（２）各年齢区分の期間に従業員が子どもを産んだ（もった）割合を計算   

（３）「企業子宝率」の計算（補正前）

（２）の各年齢区分で子どもを産んだ（もった）割合をすべて合計する。

（４）子どもの年齢による補正

過去の「合計特殊出生率」が低かった時代に生まれた子どもが多い企業は、子どもを産んだ（もっ

た）割合が低く出る傾向にあるため、現在の「合計特殊出生率」に応じた補正を行なう。

①従業員が産んだ（もった）子どもの平均年齢を計算

 ②①で算出した平均年齢の倍の年数を遡り、当該期間の福井県合計特殊出生率の平均値を計算

子どもの年齢による補正値＝ １．４３（最新の合計特殊出生率）

 「遡った期間の福井県合計特殊出生率の平均値」

（５）企業子宝率の計算（補正後）

企業子宝率 実施自治体状況

• 2000 年代前半から、主に大企業（大半は先進企業）300 社の依頼を受けて、コンサルの中で個別に

実施。

• 子育て支援で有名な大企業であっても、軒並み低い。

• 子育てしやすい風土がないから、華々しい制度を作る大企業という実態がある。

• 子宝率が高いから良いと単純には考えない

• 2011 年度以降、７自治体（合計約 3000 社）で実施

自治体名 実施年度 実施企業数

福井県 2011 年度～ ９５１社（2014 年度のみ） 

静岡県 2013 年度～ ９１７社（４８０＋４３７）

三重県 2014 年度～ １５７社

鳥取県 同上 １９７社

山梨県 同上 ４０２社

佐賀県 同上 ３８０社

大津市 同上 ７６社
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